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Chapter01 ブログ素材作成テクニック Category


1
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素
材
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ク
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ッ
ク


区切りライン用のパーツ


Section 09
Chapter 01  / Section 09


ブラシを使った
区切りライン
Photoshopにあらかじめ登録されているプリセットのブラ
シを利用して、区切りラインを作りましょう。色々な形のブラ
シに切り替えて試してみてください。


ブラシツールを選び、［ブ
ラシ］パレットを開きます。
パレット右上のメニューから


「特殊効果ブラシ」のライブ
ラリを読み込んで、「蝶」のプ
リセットブラシを選びます。


パレット左側に、ブラシの形
状に関するオプションのリス
トが並んでいます。ここでは


「散布」「その他」のオプショ
ンは使わないので、クリック
でチェックをはずします。


2 3
［ブラシ先端のシェイプ］を
クリックしてオプションを表
示します。「直径：30px」、「間
隔」を「150％」程度にして、
ブラシの形がまばらに見える
ようにします。


ブラシのオプション項目にある「ジッター」とは、ブラシの描画内容がランダムに変化する度合いの「ぶれ幅」を表します。100％で
変化の度合いがもっとも激しく、0％で変化がなくなります。


4 5


6 7


8


次に［シェイプ］オプション
を選びます。ここで決めたサ
イズや角度の範囲内で、ブラ
シの描画が変化します。


ブラシの色をランダムに変化
させたいので、まず好きなカ
ラーを描画色と背景色に設定
します。


［ブラシ］パレットの［カラ
ー］オプションを選びます。


「描画色・背景色のジッター」
を「100％」にすると、2色
の間でブラシの色が変化しま
す。


ブラシツールで、レイヤ
ー上を横方向にドラッグしま
す。蝶の形のブラシがランダ
ムに描画されました。


［レイヤー］→［レイヤースタ
イル］→［ドロップシャドウ
...］を選び、薄い影をつけま
す。


ブラシオプションの「コントロール」の内容で、描画の変化の度合いを調整できます。ペンタブレットを使っている場合は「筆圧」な
どで調整可能です。「オフ」に設定すると、筆圧等に関係なくランダムに変化します。


「特殊効果ブラシ」
のライブラリを読み
込んだ


ダイアログが出たら「OK」を押す


プレビューを見ながら、ブラシのサ
イズや角度が変化する範囲を設定


気に入った描画
内容になるまで
l（A）＋
Zを押してやり
直してもよい


［カラー］オプションはプレビューに反映され
ない


「chap_01-009」フォルダ
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Chapter02 パーツ作成テクニック Category


1
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秋の落ち葉


Chapter 02  / Section 14
Section 14
紅葉と秋のイメージ：
ライン


4


5


6


2 3


秋らしいデザインにマッチする装飾ラインを作りましょう。
枝のイメージをベースに、木の葉や実などのパーツを配置し
ます。


［レイヤー］パレットの［塗り
つぶしまたは調整レイヤーを
新規作成］ボタンから［パタ
ーン...］を選び、ライブラリ
の「カラーペーパー」から「木
質繊維のある白」を選びます。


　l（A）＋Iでパター
ンのレイヤーマスクを反転
し、何も表示されていない状
態にします。


描画色を「白」に設定し、
ブラシツールでラフな横線を
引きます。部分的にパターン
が見えるようになりました。


パターンレイヤーを新規で作成すると、レイヤーマスクも自動的に作成されます。 ブラシツールなどでレイヤーマスクを編集す
れば、必要な部分だけパターンを表示できます。


［レイヤー］→［レイヤースタ
イル］→［ベベルとエンボス
...］を選び、立体感をつけて
木の枝に見えるようにしま
す。


レイヤースタイル［ドロップ
シャドウ］を追加して影をつ
けます。


枝の上に木の葉や実などの画
像パーツをペーストして並
べ、レイヤースタイル［ベベ
ルとエンボス］や［ドロップ
シャドウ］で立体感をつけれ
ば完成です。


枝のレイヤーに適用した［ベベルとエンボス］を、［レイヤー］パレット上でa（o）＋ドラッグして複製し、葉のレイヤーにも適
用しています。葉のレイヤーの［ドロップシャドウ］はサイズを小さめにします。


「chap_02-014」フォルダ


ここでは「幅：650ピクセル、高さ：50ピクセル、背景：
透明」の画像で説明します


parts_leaf_line.psd
パーツの方向に規則性をつけて
並べるときれい
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Chapter03 ロゴ作成テクニック Category
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質感を活かしたロゴ


メタリックな
金属のロゴ


Section 07
Chapter 03  / Section 07


メタリックな金属のロゴを作りましょう。スタイルとトーン
カーブを組み合わせて複雑な光沢を表現します。周囲の色の
映り込みを加えると、さらにリアルになります。


横書き文字ツールを使っ
て、わかりやすい色で文字を
入力します。ここでは「幅：
500ピクセル、高さ：180
ピクセル」、背景は「白」のウ
ィンドウに入力しました。


［レイヤー］→［レイヤースタ
イ］→［グラデーションオー
バーレイ...］を選び、図のよ
うに設定して、「グラデーシ
ョン」の右の三角マークをク
リックします。


グラデーションのライブラリ
「メタル」を読み込み、「スチ
ール棒」のグラデーションを
選びます。


グラデーションのライブラリを読み込む方法は、P.201「ワンポイントテクニック」を参照してください。


4


5


6


［レイヤースタイル］ダイア
ログの左側のリストにある
「境界線」をクリックして、
文字のエッジに境界線を引き
ます。


［レイヤースタイル］ダイア
ログの左側のリストにある
「シャドウ（内側）」をクリッ
クして、文字のエッジに白い
光沢を描きます。


さらにスタイル「ドロップシ
ャドウ」を追加し、文字の影
を落とします。これでスタイ
ルの設定は完了です。


スタイル設定の「包括光源を使用」をチェックすると、複数のスタイルの「角度」を揃えることができます。作例では、「ドロップシャ
ドウ」と「シャドウ（内側）」の角度を別々にするため、チェックを外しました。


テキストレイヤーが選択されている状態でス
タイル「グラデーションオーバーレイ」を追加


「不透明度：50％」、
カラーは「黒」に設定


「描画モード：スクリーン」に設定。「包
括光源を使用」のチェックは外しておく


「chap_03-007」フォルダ
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! ワンポイントテクニック


Chapter６　テクスチャ・背景作成テクニック


Chapter06 テクスチャ・背景作成テクニック Category


1


3 4


2


5 6


Ch
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テク
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ャ・
背景


作成
テク


ニッ
ク


テクスチャ


Chapter 06  / Section 04


マリンブルーの
水面テクスチャ


Section 04


澄んだマリンブルーの水面を作ってみましょう。スマートフ
ィルタ「雲模様 1］と「クロム］を使って、複雑な光の反射を表
現します。


使用したいサイズで、画像を
新規作成します。ここでは


「幅：640ピクセル、高さ：
480ピクセル、カンバスカ
ラー：白」にしました。


［フィルタ］→［スマートフィルタ用に
変換］を実行し、確認のダイアログが
表示された場合は「OK」を押します。
POINT>>>
CS2以前のバージョンでは、テキス
トレイヤーに直接フィルタを適用しま
す（詳しくは下の「Topic!」参照）。


背景色を「白」、描画色を「黒」
に設定し、［フィルタ］→［描
画］→［雲模様 1］を実行しま
す。


［フィルタ］→［スケッチ］→
［クロム...］を選び、図のよう
に設定して、水面の反射を描
画します。


Photoshop CS2以前のバージョンでは、「スマートフィルタ用に変換」の手順をとばして、そのまま背景にフィルタを適用します。
後から微調整をしたい場合は、途中経過のファイルを保存しておくとよいでしょう。


［レイヤー］パレットの「塗り
つぶしまたは調整レイヤーを
新規作成」ボタンから「色相・
彩度...」を選び、「色彩の統
一」にチェックを入れて、画
像をブルーにします。


続けて、「塗りつぶしまたは
調整レイヤーを新規作成」ボ
タンから「トーンカーブ...」
を選び、右上のポインタを左
にずらしてコントラストを上
げます。


■水中で揺らぐ文字を入れる


水中で揺らいでいるような文
字を入れてみましょう 横
書き文字ツールで水面の上に
文字を入力し、CS3では［フ
ィルタ］→［スマートフィル
タ用に変換］を実行します。


1
［フィルタ］→［変形］→［波形
...］選び、図のように設定し
て、文字が揺らいで見えるよ
うにします。


2


テキストレイヤーの不透明度
を「80％」くらいに下げて、
水の中から透けて見えるよう
なイメージにします。


3
CS3では、文字がスマート
オブジェクトになっているの
で、後から自由に編集するこ
とができます。


4


CS3以降でスマートフィルタ用に変換したオブジェクトは、［レイヤー］パレットのサムネール部分をダブルクリックすると、別ウィ
ンドウで開きます。文字や画像を編集してから保存すると、元画像に変更が適用されます。


レイヤーをスマートフィルタ用に変換してお
くと、フィルタの設定内容を後からでも修正
できる


「ディテール：5、滑らかさ：5」に設定


文字を入力する。CS3ではテキストレイヤー
をスマートフィルタ用に変換


［レイヤー］パレットのサムネール部分をダブ
ルクリックして、文字を編集したり、スタイル
を適用できる


「chap_06-004」フォルダ
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